
各地区電友会だより（岩手）

今日は有意義だった…

講演会後の懇親会
南部藩の歴史で盛り上がりました

N T TOBゴルフ

集合写真

】
石
王
■

◆
盛
岡
電
友
会

◎
第
2
回
N
T
T
・
O
B
大
学

第
2
回
講
演
会
は
、
元
年
1
2
月
5
日
エ
ス
ポ
ワ
f

ル
岩
手
に
お
い
て
8
7
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
㌧

た
。
講
師
は
、
元
盛
岡
藩
士
の
桑
田
理
事
長
、
下
山

㌧
、
～
ト
を
変
更
す
る
な
ど
難
難
辛
苦
を
経
て
、
現
在

∴
嘉
岡
城
と
町
割
り
が
出
来
上
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
▲
．
ま
す
【
　
盛
岡
城
は
、
敵
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
①

誓
、
∵
－
内
丸
萱
曲
輪
に
区
分
し
、
町
人
も
曲
輪
の
内

∴
住
ま
わ
せ
ま
し
た
。
町
割
り
は
　
「
五
」
　
の
字
を
基

手
∴
敦
が
攻
め
て
来
て
も
方
向
が
分
か
り
に
く
く
な

…
よ
う
遷
魂
作
り
を
し
た
と
の
こ
と
で
、
現
在
の
市

寛
さ
ん
で
　
「
南
部
藩
の

歴
史
シ
リ
ー
ズ
」
　
の
続

編
と
し
て
　
「
江
戸
時
代

に
お
け
る
盛
岡
の
町
割

り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

盛
岡
の
町
割
り
は
、

南
部
家
第
2
7
代
藩
主
南

部
利
直
が
1
5
9
8
年

に
政
治
の
中
心
を
三
戸

か
ら
盛
岡
に
移
し
　
「
盛

岡
城
」
を
築
城
し
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、

そ
の
後
第
謂
代
藩
主
重

直
ま
で
の
約
7
5
年
間
度

々
氾
濫
す
る
北
上
川
の

内
の
　
「
五
」
と
な
る
道
路
を
写
真
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
橋
の
整
備
や
欄
干
の
擬
宝
珠
の
由
来
、

旧
町
名
の
役
割
な
ど
盛
岡
市
民
に
と
っ
て
興
味
深
い

話
で
時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
続
編
を
考
え
て
は
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

大
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

伽
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

前
回
の
8
6
号
へ
の
投
稿
で
は
、
9
月
例
会
ま
で
の

報
告
で
し
た
の
で
、
今
回
は
令
和
元
年
の
最
終
回
ま

で
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

K
H
　
優
勝
　
菅
原
正
悦

日
月
　
優
勝
　
大
阪
英
機

参
加
者
3
0
名

参
加
者
3
0
名
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應筐同好会
例会結果発表（？）

新春囲碁大会

令
和
元
年
度
は
4
月
の
大
雪
に
よ
る
中
止
等
も
あ

り
、
例
会
は
7
回
で
し
た
。
さ
ら
に
北
3
県
大
会
が

5
月
に
秋
田
の
名
門
、
椿
台
c
c
で
行
わ
れ
岩
手
十

ら
1
4
名
が
参
加
し
、
黒
川
健
児
さ
ん
が
見
事
優
陣
㌧

ま
し
た
。
岩
手
は
9
連
覇
を
果
し
ま
し
た
、

ま
た
、
‖
月
例
会
終
了
後
は
恒
例
の
ク
ラ
ブ
納
め

を
花
巻
台
温
泉
に
て
行
い
、
1
年
間
の
成
果
？
反
省
と

来
年
度
の
目
標
等
を
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
ら
い
ま
t
J
三

脚
麻
雀
同
好
会

令
和
2
年
度
の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
関
係
で
活
動
を
自
粛
し
て
い
る
状
況
で
す

新
し
い
生
活
様
式
の
周
知
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
内
容
で
は
麻
雀
同
好
会
が
活
動
を
再
開
で
き
る

時
期
は
か
な
り
遅
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
〔
〉

既
に
元
年
度
最
終
の
3
月
例
会
は
自
粛
中
止
を
し

て
い
ま
す
。

い
ず
れ
政
府
や
岩
手
県
、
電
友
会
等
の
動
き
を
見

な
が
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
総
会
を
開
催
し
、

令
和
2
年
度
の
正
式
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
年
度
例
会
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

6
月
例
会
の
上
位
者
は
、

優
勝
　
石
田
や
え
こ
　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
光
彦

9
月
例
会
の
上
位
者
は
、

優
勝
　
戸
津
　
信
男
　
　
準
優
勝
　
及
川
　
正
雄

1
2
月
例
会
の
上
位
者
は
、

健
棒
　
町
端
一
男
　
　
準
優
勝
　
及
川
　
正
雄

毎
号
の
よ
う
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
会
員
の

・
八
会
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
年
4
回
の
例
会
で

す
■
　
ぜ
ひ
ご
入
会
い
た
だ
い
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

′
∵
㍗
　
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1
月
優
勝
　
津
田
　
俊
夫
　
2
位
　
田
屋
　
賓

恒
例
の
北
4
県
親
善
囲
碁
大
会
は
、
6
月
2
日
つ

な
ぎ
温
泉
清
温
荘
、
岩
手
チ
ー
ム
は
宮
古
で
開
催
さ

れ
岩
手
チ
ー
ム
は
、
準
優
勝
の
成
績
で
し
た
。

坤
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ

奇
利
り
妄
二
三
号
会
及
び
第
1
回
定
期
大
会
は
、
4

月
却
日
間
危
子
宝
て
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

感
染
子
持
「
二
千
コ
▲
止
と
な
り
ま
し
た
。

元
年
度
圭
′
ご
炭
積
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

4
日
優
持
　
荒
木
聞
利
明
　
2
位
　
小
松
　
蔵
人

7
月
優
勝
　
永
沢
　
口
什
　
　
2
位
　
吉
田
千
代
吉

1
0
月
優
勝
　
永
沢
　
口
7
1
　
　
2
位
　
細
野
　
直
彦

伽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
会

会
の
概
要
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
使
い
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
便
利
な
機
能
の

使
用
方
法
等
の
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
〔
一

活
動
は
月
3
～
4
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
、
電

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
ま
た
9
月
と
相
月
の

各
月
1
回
の
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ン
教
室
を
ド
コ
モ
東
北

岩
手
支
店
様
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
頂
い
て
閉
催
す
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いつものことながら
大漁です

5（

スマートホーン教室の模様

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
3
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影

響
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
一

令
和
元
年
度
の
活
動

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
3
9
回
の
開
催

へ
主
な
内
容
）
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、
W

i
 
n
d
 
o
 
w
 
s
l
O
の
新
た
な
機
能
、
パ
ソ
コ
ン
の

環
境
整
備
、
デ
ジ
カ
メ
写
真
編
集
、
W
o
r
d
及
び

E
X
2
1
の
活
用
、
年
賀
状
作
成
、
デ
ー
タ
の
按
分

と
整
理
の
し
か
た
等

・
会
員
の
パ
ソ
コ
ン
設
定
、
不
具
合
調
査
O
r
ソ
フ

ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
サ
ポ
ー
ト
。

盛
岡
電
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
楽
し
む
会
」
　
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
詳
細
な
日
程

が
載
っ
て
い
ま
す
、
ぜ
ひ
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ

5
不
来
方
釣
り
ク
ラ
ブ

不
東
方
釣
り
ク
ラ
ブ
は
会
員
1
7
名
（
内
女
性
3
名
）

で
、
船
釣
り
を
主
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
3
1
年
4
月
1
3
日
、
盛
岡
市
内
の
　
「
す
ず
禅
」

∴
お
い
て
目
名
が
出
席
し
て
、
令
和
元
年
度
総
会
を

軍
華
ノ
、
3
0
軍
度
の
事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告

〔
宅
、
分
利
元
年
度
の
実
行
計
画
・
予
算
案
が
満
場

三
八
て
．
緊
認
さ
れ
ま
し
た
。

元
年
1
b
目
か
ら
日
月
ま
で
船
釣
り
と
岸
壁
釣
り
を

計
画
し
、
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
無
事
総
会
も
終
了
し

ま
し
た
　
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
以
下
の
通
り
で

ぎ
温
泉
「
愛
真
館
」
　
に
お
い
て
ほ
名
が
参
加
し
、
1

泊
で
の
忘
年
会
を
開
催
し
、
ゲ
ー
ム
等
で
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
■
U

す。
5
月
6
日

6
月
2
3
日

7
月
2
8
日

9
月
3
口
∪

カ
レ
イ
　
（
万
福
丸
）
　
6
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
7
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
7
名

ヒ
ラ
メ
　
（
翔
光
丸
）
　
6
名

ま
た
、
恒
例
の
釣
り
旅
行
は
、
7
月
1
5
～
1
6
日
の

日
程
で
碁
石
海
岸
の
民
宿
「
海
楽
荘
」
　
に
1
泊
し
て

美
味
し
い
海
の
幸
を
堪
能
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と

釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
■

帰
り
道
は
迫
の
駅
の
ハ
、
ン
ゴ
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た

1
2
月
日
日
に
は
1
年
の
締
め
括
り
と
し
て
、
つ
な

㈲
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

令
和
2
年
度
の
活
動
期
間
は
、
元
年
1
0
月
か

ら
2
年
9
月
末
ま
で
と
し
、
原
則
毎
週
水
曜
日

を
定
例
会
日
と
し
て
お
り
ま
す
。
元
年
日
月
か
ら
2

年
3
月
末
ま
で
冬
季
中
断
し
、
2
年
4
月
1
5
日
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ま

で
活
動
を
中
断
し
ま
し
た
。

本
同
好
会
活
動
は
、
会
員
の
健
靡
維
持
と
親
睦
を

日
的
と
し
、
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
活
動
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で

す。
1
、
会
員
数
　
男
1
3
名
　
女
5
名
　
計
1
8
名
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盛岡クランドゴルフ同好会の
皆さん

叩7桐作品展
；側ト▲…、。。嶋．7
－　2m．10．16（水）

葦空讐還；：冒しき軽j
・一台量■一一

展示物の一部
またまたいろんなものかあります

飾り付けの日は男性も協力しますよ　　　　　二十周年日の作品展示会

反省会　おつかれ様でした

2
、
例
会
場
所
　
盛
岡
市
都
南
中
央
公
園
野
球
場

3
、
例
会
実
施
状
況

1
0
月
　
5
回
　
参
加
人
数
　
延
6
1
名

4
月
　
1
回
　
参
加
人
数
　
延
1
0
名

4
、
今
後
の
定
例
会
実
施
計
画
回
数

5
月
　
4
回
　
　
6
月
　
4
回

8
月
　
3
回
　
　
9
月
　
5
回

7
日
‥
一
l
宣

合
計
　
；
！
二

5
、
平
成
3
1
年
度
の
ク
ラ
ブ
納
め
と
納
会
「
実
三

（
令
和
元
年
日
月
6
日
）

ク
ラ
ブ
納
め
　
優
勝
者
　
吉
田
　
謹
一
郎

納
会
は
、
平
成
3
1
年
度
　
（
令
和
元
年
度
）
　
の
弦
葦

発
表
と
表
彰
を
を
行
い
、
そ
の
後
懇
親
会
を
行
い
、

カ
ラ
オ
ケ
等
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

◆
遠
野
地
区
電
友
会

…
感
謝
で
終
わ
る
風
の
丘
（
道
の
駅
）
作
品
展
示
会

O
B
サ
ロ
ン
活
動
と
し
て
毎
年
欠
か
し
た
事
の
な

∴
乳
C
丘
の
作
品
展
示
会
、
昨
年
　
（
2
0
1
9
年
1
0

日
）
　
て
罰
同
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

毎
年
一
N
T
T
さ
ん
の
展
示
は
い
ろ
ん
な
種
類
（
品

数
）
　
が
あ
っ
て
お
客
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
る
の
で
、
ず
っ

二
」
語
牢
よ
ろ
し
く
」
と
言
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
協
力
で

T
I
　
三
二
ト
▲
穴
1
∵
　
夢
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

宍
r
．
∴
雲
・
イ
一
け
1
5
日
間
、
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
に
1
0
日

少
し
で
は
あ
る
け
ど
そ
の
収
益
金
等
は
遠
野
市
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
毎
年
歳
末
に
は
お
気
持
ち
の

寄
付
も
欠
か
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
一
そ
し
て
サ
ロ

ン
で
活
動
の
経
費
に
し
た
り
、
旅
行
を
し
た
り
、
本

当
に
皆
さ
ん
心
を
ひ
と
つ
に
し
退
職
し
て
も
和
気
あ

い
あ
い
近
況
の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
感
謝
感
謝
の

杵
は
す
ぼ
ら
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

で
も
皆
年
を
重
ね
て
き
て
2
0
周
年
を
節
目
と
し
て

風
の
丘
の
展
示
会
は
終
了
と
し
ま
し
た
。

今
迄
の
継
続
に
本
当
に
会
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
▲
一
お
疲
れ
様
で
し
た
「

ユ
一
三
寅
示
者
が
多

÷
　
　
▲
〓
住
1
週
間
と

ふ
．
二
㌦
　
ハ
㌻
⊥
て
雄
牛
は
私

室
一
こ
て
三
　
姜
二
二
、
千
り
ま
し

た
　
ご
ト
そ
り
支
二
↓
つ
の
当

番
で
誉
圭
二
三
守
り
接
客
し

な
が
▲
三
千
三
仁
「
も
の
を

販
売
－
二
、
き
ご
㌻
ノ
た

皆
快
く
終
了
と
し
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

そ
の
紺
を
く
ず
き
ず
サ
ロ
ン
活
動
は
続
け
ま
し
ょ
う

土
佐
に
気
を
つ
け
な
が
ら
心
は
ひ
と
つ
′
．
叉
新
し
い

夢
に
向
か
っ
ご
！
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有意義な意見を交した
定期総会

52

◆
水
沢
地
区
電
電
友
の
会

◎
令
和
元
年
定
期
総
会
の
開
催

～
継
続
的
会
の
運
営
を
め
ざ
し
、

慶
弔
費
削
減
を
確
認
～

元
年
1
2
月
6
日
水
沢
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。
総
会
は
及
川
副
会
長
の
司
会
で
進
め
こ
の
1

年
間
で
亡
く
な
っ
た
会
員
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
議

長
に
相
澤
英
雄
さ
ん
を
選
出
し
議
事
を
進
め
た
。
千

田
会
長
は
こ
の
1
年
間
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
財

政
検
討
模
様
及
び
台
風
1
9
号
に
よ
る
　
「
O
B
O
G
交

流
会
中
止
」
等
予
期
せ
ぬ
状
況
が
今
後
も
想
定
さ
れ

；
事
㍗
　
L
∵
き
．
草
き
′
ご
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

圭
賓
∴
、
澤
圭
電
友
会
岩
手
支
部
長
の
挨
拶
を
受
け

′
責
景
中
辛
∴
王
音
者
に
よ
り
論
議
し
、
事
務
局
提
案

∴
∵
一
．
㌃
言
、
J
予
算
を
承
認
し
た
。
財
政
は
会
員
の
減

少
∴
よ
り
収
入
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

慶
弔
費
C
削
減
を
提
案
し
承
認
を
得
た
。
総
会
終
了

後
、
恒
閏
の
交
涼
∵
懇
親
会
を
開
催
し
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
ー
二
㌦

◆
宮
古
地
区
電
友
会

芸
第
2
6
回
定
期
総
会
開
催

令
和
七
年
度
の
定
期
総
会
は
、
元
年
1
0
月
3
1
日
、

市
内
乃
ホ
テ
ル
近
江
屋
に
お
い
て
　
「
N
T
T
労
組
退

職
者
つ
三
二
、
二
ハ
ム
口
同
で
来
賓
を
含
め
4
0
名
の
出
席

に
て
閏
危
－
二
；
し
た
一
）

総
会
言
、
至
高
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
前
年

度
の
経
遥
烹
害
、
会
計
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
聖
書
活
動
万
針
、
予
算
案
、
役
員
改
選
な

ど
の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
　
そ
∴
後
、
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
を
し
て
閉

会
㌧
ま
し
た

総
会
終
√
後
は
、
恒
例
の
懇
親
会
に
な
る
と
こ
ろ

台
風
四
日
ケ
に
よ
る
被
災
関
連
て
宮
城
県
し
一
岩
手
県
、

福
島
県
に
は
交
流
会
等
の
自
粛
規
制
の
指
示
が
あ
り

懇
親
会
は
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
で
の
お
茶
会
と
し
ま

し
た
。
リ
レ
ー
的
に
指
名
方
式
で
近
況
報
告
を
し
て

い
く
な
ど
約
1
時
間
、
和
気
あ
い
あ
い
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

次
回
は
宴
席
で
の
懇
親
会
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
の

渦
中
に
あ
り
、
予
定
が
立
ち
ま
せ
ん
。

・
新
役
員
紹
介

会
長
　
　
八
木
善
政

理
事
　
　
佐
藤
隆
贋
、
小
堀
内
順
子
、
三
浦
キ
ヨ

監
事
　
和
見
　
晋
　
　
　
事
務
局
長
　
新
藤
浩
三

◎
ま
た
！
　
「
台
風
1
9
号
」
で
被
災

3
・
‖
東
日
本
大
震
災
、
4
年
前
の
台
風
1
0
号
に

続
き
、
昨
年
1
0
月
の
台
風
1
9
号
は
、
ま
た
宮
古
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
台
風
で
会
員
2
名
、
鈴
木
レ
イ
子
さ
ん
と
木

村
昭
子
さ
ん
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
高
台
に

ご
自
宅
が
あ
り
ま
し
た
が
、
裏
山
が
崩
れ
、
土
石
流

で
家
屋
が
損
壊
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
山
津
波
で
す
。

老
後
を
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
る
な
か
の
一
瞬
の

出
来
事
。
平
穏
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
－

な
お
、
「
東
北
電
友
会
」
か
ら
御
見
舞
を
頂
戴
し
ま

し
た
㌧
退
職
後
も
『
さ
さ
え
あ
う
』
組
織
の
あ
る
こ

と
に
お
二
方
と
も
心
か
ら
感
謝
を
し
て
お
り
ま
し
た
「

事
務
局
か
ら
も
改
め
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
〕
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一



会員リレーコーナー

がノンピック旗をもって、聖火ランナーの併走した証明書とメダルなど

お孫さんの晴希君と一緒に
発表会。素敵です

早池峰山山頂（R1．7岩手県）

53

会
轟
け
レ
・
農
弼

鳥
塚
驚
顎
一

ど
う
も

し
ば
ら
く
で
す

今
回
登
場
さ
れ
た
会
員
か
ら
バ
ト
ン

を
渡
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
次
回
の

掲
載
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

東
北
電
友
会
会
報
　
編
集
委
員
会

※
氏
名
の
後
の
　
（
　
）
　
は
退
職
年
を
示
す
■
。

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

三
浦
　
　
悟
（
平
1
5
）

か
ら
の
バ
ト
ン

千
秋
ク
ラ
ブ
　
　
高
橋
　
幸
雄
さ
ん
へ

高
校
1
辛
っ
こ
の
年
、
陸
上
競
技
部

の
先
輩
が
巧
言
る
ト
ー
・
チ
に
オ
リ
ン

ヒ
∵
ア
預
を
指
で
ノ
て
伴
走
し
た
の
を
思

い
出
し
ま
す

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
　
5
6
年

前
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
思
い
出
、
な
つ

か
し
い
で
し
ょ
う
ね
l
。
」
　
盛
岡
か
ら
届

い
た
年
賀
状
の
1
通
に
書
か
れ
て
い
ま

した「

高
積
悪
釆
享
え
が
高
校
の
先
輩
だ
と

知
っ
予
言
∵
謹
呈
杜
に
入
っ
て
何
年
か
経

た
時
で
し
た
■
　
以
来
、
今
日
ま
で
公
私

に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
「

全
て
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
頃
、

徴
臭
い
レ
コ
ー
ド
を
洗
い
な
が
ら
音
楽

三
昧
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
話
を
し

た
ら
　
「
家
に
籠
っ
て
ば
か
り
い
て
は
体

に
良
く
な
い
。
」
　
と
誘
わ
れ
た
の
は
高

橋
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い
る
　
『
男
の
台
所

サ
ロ
ン
』
　
で
し
た
。
折
角
の
お
誘
い
を

断
り
ま
し
た
が
、
外
の
刺
激
を
受
け
る

よ
う
に
強
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
先
生
に
つ
い
て
ピ
ア
ノ
の

指
導
を
受
け
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
孫

と
2
人
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
何
度
か

演
奏
会
に
も
出
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
く
の
児
童
館
の
お
手
伝
い

で
子
供
た
ち
と
史
跡
巡
り
を
し
た
り
里

山
登
り
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
メ

ン
バ
ー
と
里
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。
■

規
正
ツ
橋
ク
ラ
ブ
会
員
の
古
山
哲
雄
き

ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
頃
に
山

の
装
具
を
揃
え
る
こ
と
や
山
の
歩
き
万

を
手
ほ
ど
き
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
カ

大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
家
族
ぐ
る
み
で
お
付
き
合

い
し
て
い
る
秋
田
在
住
の
高
橋
幸
雄
さ

ん
が
他
に
も
楽
し
み
は
沢
山
あ
る
と
、

1
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
、
お
花
畑

や
滝
巡
り
、
山
菜
探
り
な
ど
、
い
ろ
ん

な
自
然
の
楽
し
み
に
連
れ
だ
し
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
が
少
な
か
っ
た
だ

け
に
病
み
つ
き
に
な
り
、
今
で
は
孫
も

連
れ
て
山
や
海
な
ど
に
出
か
け
て
自
然

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
で
予
定

し
た
演
奏
会
は
延
期
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も

お
預
け
に
な
り
、
レ
コ
ー
ド
と
ピ
ア
ノ

で
家
寵
の
日
々
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。

い
つ
の
H
に
か
自
然
で
の
遊
び
が
で

き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
私

に
ア
ウ
ト
ド
ア
の
喜
び
を
敦
、
見
て
く
れ


